
を畿け,具体的狙いの■つとレ■地場

産業の羨員人の協力をゎげているが,「こ|■らず村
‐骨

運動巌箭述あ如く,市町村を1警 Iヒし,`の響果
に寄

与するも'の|であるあt当社|しても本r準摯″した
いと考えている。
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次の時代ヘ

どう翔ぶのか
日本原子力産業会議

事務理事‐・  |

森11‐ネ

低晟長経済に■ける原子力肇電の課題,1と ,う FI

が今年の原肇年次大会の琴調テ
ーアであらたよう準r

エネルギ■の供給安定の旗頭と
いわれる原子々界信

一

つの転換期を
1通
えている。今後も年間 o基程度

の運転

1静翼:][了l]を1鷲 ;;Iサラ13
タィスが大きな問題であること

rL変わりはない。その

意味では,原子力船 Fむつ」の結着も政治
的でなく,

資金を限定してこの船を有効
に活用するといった筋の

通ったものになる:こ とを強く望
んでいる。

ところて,.経済あ底成長がもたらす
様々な局甲

は,

日本の原子力産業に対し
て原子
力発電所建設費問題や

途上国への協力ゃ輸出と
いうえ手強い問題を提起する

と同時rt,将来にわたる安定と自立
のたあの貴重な機

会を提供しているこ14忘れてはならな
い。.

: i *  | *`   *・

わが国の軽水炉は世界でもトッ
プの高い稼働率と先

生格の米国をもしのぐ高い安全実績
を積んでおり

な
こ

れが原子力発電への信頼の定着や低
コストの基盤とな

っている。しかし近年,原子力発軍所
の
警
設費は物甲

の2倍以上の割合で高騰を続け,石炭価格
の低
下
など

もあつて‐さしものフスト優位性
もゆらいFき

たo電

力会社と

'=力
Tでは昨年来その合理化に孝

力し,`■

割を超える低減に成功し
ている。しかし基本中

には
|

安全性に名を借りた一一実
は安全には関係のない設備

|ェィジニアリ.ィ グや手続き,冗長さ
にメスを入■る

轟簿1講轟率ギ輩「「

1,`ち彙IIttλて言1象:霞鶯i[ti[il霧曾孟
基缶島たL立をを乞|すゃるが

'従

来?経緯から燃

暮加工を謀ユて|ほ:藪来ゃタラン資源国|?間
で各種

のしがらみの中に書ふれて轟 31原子力
が“準国産"工

:

採ル■||と 呼ぼ■|`博いきさか面映い状
況にある。

開発当初あ1950年代1天然7ランは稀少独占資源
,

'ラ

ジ濃縮は

'■

リカの長期独占,サTビスであると

思い込々
`い

たころと比べ3昨今?様変わりには眼を

みはらせるものがある:ウラン資源は今の使
い方でも

石油より農く持ちそうだといわれ,:濃縮
の方もアメリ

カ:17ラ ン不,これ準欧州
3国連合ギ加わァ下?零

り込

み競争,それrt国内工場をどう組み合ャそう
かと要を

ひねる日本。その日本が依撚とし
‐Cこれらの旧契約の

硬直性にしばられ,他国の大統領選や総選挙
の行方に

ぃちいち頭を悩ま子といつ状況では,二体
どこか発想

の転換が欠如しているのではな
いかとさえ思われる。

* |   *    *

結論を急ぐため,タイ■・マシ
~ィに乗って10+α

年先に立って

'ヒ

あてみると;日本は百数十基の原子力

発電所を健全に稼働する,基済社会面も最も安
定した

国になっているに違いない。とす
れば,そのとき日本

の輸出品目の中

`は

,発電炉や再処理役務や濃縮役務

が大きく登場しているであろうし,´るいはウラ
ン・

メジャーの■つや2つは所有して
いるかもしれない。

日本の原子力産業がこあまらな
パ
7ィ
スのとれた正常

'な

姿に脱皮する|に
ついて,問題は技管

能力

`あ

るので

|はなく,いま官民が新しい方向感覚
でどう翔ぶのかす

.考
える●き重要な時期にあるよう

に思われる。
l

l
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